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大手前大学の建学の精神 ・目的・使命

建学の精神

STUDY FOR LIFE 
生涯にわたる、人生のための学び

目的
本学は、建学の精神である"STUDYFOR LIFE (生涯にわたる、人生のための学び）＂に基づき、

豊かな教養と専門的学術、旺盛な自己開発精神、優れた国際感覚及び問題解決能力を備えた人材を育成し、

地域の教育・研究および生涯学習の中心として、地域社会・国際社会に貢献することを目的とする。

使命
1、本学の使命は、国籍、地域、民族、宗教、 年齢、性別を問わず学ぶ機会を提供し、

"STUDY FOR LIFE (生涯にわたる、人生のための学び）＂を提供することである。

2、本学の使命は、高い倫理観と強い意志を持って社会の困難な問題を他者と協働して

解決する人材を育成することである。

3、本学の使命は、教育と研究を通じて地域と連携し地域発展に尽くすと共に国際社会に

貢献することである。

独自の能力開発型教育 CC-PLATSR)の取り組み

本学は、卒業生が社会に貢献できる価値ある人材として

受け入れられる教育をめざしています。

社会に貢献できる価値ある人材とは問題解決能力を備え、

困難な問題を解決して価値を生み出す人材です。

本学では、この問題解決能力を発揮するために必要な 10

のチカラを設定し、その顕文字をとって C・PLATSRと名

付けています。

本学で開講されるすべての科目は、この 10の問題解決能

力が修得できるよう設計されています。

すなわち本学で学ぶ学生は、自分の興味や関心、将来目標

に合わせた授業を履修していくなかで、自ずと問題解決能

力を身につけることができるのです。
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PBL学習の推進

~~ 教わる授業から自ら課題を発見・解決する授業へ≪≪ 

これまでの大学の授業は、教員の講義を「聞く」ことが中心でした。 しかし「聞くだけ」の押しつけ感、やらされ感

の強い授業では、問題解決力は身につきません。授業は学生が主役です。学生は課題について予め調査・分析して授

業に臨みます。授業では教えられるのではなく、学生が相互に発表やディスカッションすることを通じて学び合うの

です。これがPBL学習です。この PBL学習を通じて C・PLATSRを修得することができるようになります。



はじめに

大手前大学は、 2010年に大学としては日本で初めて製菓の本格的学術研究を立ち上げ、 「ス

イーツ学専攻」を発足させました。一方、神戸は洋襲子の発祥の地でもあり、地域における産業

としてのスイーツは特別な意昧を持ちます。

こうした背景を基にし、ゼミナール、卒業研究を履修する学生 (3• 4年生）を対象にした産

官学連携の PBL型学習のプロジェクトが発足しました。今回のプロジェクトに参画したゼミ

ナール、卒業研究の学生達は、 2年間の和・洋 ・パンなど製棄の基本実習や講義を受講し、製棄

衛生師の国家資格を取得した後、専門教育で基礎材料、実験、開発研究、企画デザイン、企画プ

ラン学習、パッケージデザイン等を経験しています。従来よりいくつかの取り組みを行って来ま

したが、企画、商品開発、パッケージプラン、販売促進、さらには販売の調盃、分析に至る開発

プロジェクトは初めての実践教育となりました。

大手コンビニエンスストアをステージにした開発研究のアプローチは学生にとってこの上ない

研修の場であることは勿論のこと、将来への貴重な糧になったものと思われます。この度の「コ

ンビニスイーツ開発プロジェクト」は近畿エリアに 3週間で 2万i固の販売実績を残したとともに、

教育現場にも素晴らしい実績を残してくれました。

総合文化学部 スイーツ学専攻

教授松井博司
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1 : プロジェクトの概要

プロジェクト名

産官学連携コンビニスイーツ開発プロジェクト

プロジェクトメンバー

総合文化学部教授松井博司

総合文化学部「ゼミナールI」・「卒業制作」（担当教員 ：松井博司）履修学生

三菱商事株式会社、株式会社ローソン、株式会社オイシス
兵庫県

協力企業（五十音順）

JA全農兵庫、株式会社増田製粉所、松谷化学工業株式会社、六甲バター株式会社

取り組み（［ ］…授業での取り組み、 女• ••プロジェクト会議）

6月 19日国） ［第 1回PBL型授業］

協力企業による商昂（素材）レクチャー
（松谷化学工業株式会社、 六甲バター株式会社）

6月22日（木） ［ゼミナール履修生による商品アイデア候補選出］

7月20日（木） ［ゼミナール履修生による、試作昂3点の試食ならびに評価］

7月24日(J:j) [卒業制作履修生による商品イメージ・パッケージ企画］

7月26日（水）＊商品内容の決定

7月27日（木） ［ゼミナール履修生による商品名称 ・アピールボイント等スイーツプランの作成］

8月 2日（水） ［ゼミナール履修生による、クランプル試作ならびに試食と評価］

8月 7日（月）＊試作品についての評価 ・改善点提案

8月21日佳） ［第2回PBL型授業 特別講義：商品開発と販売促進について1
講師：株式会社JTB西日本 セールスプロモーションセンター 落合祥司氏

課題：スイーツパッケージプラン

8月23日（水） ［試作品ならびに既存商品 18品の試食と、評価 ・改善点の報告］

8月31日（木）＊試作品についての最終決定

9月25日（月）＊最終試作品の評価、パッケージ案と販促についての打合せ

10月 5日（木） ［第3回PBL型授業プレゼンテーション］

コンビニスイーツ販売促進のためのPOP提案、アンケート内容、学祭での試食会

用ポスターの提案について参加企業からのアドバイス

11月 3日（金）＊商品広告が掲載された県民だよりの発行

11月 6日（月）＊兵庫県知事定例会見に続き、商品の発表ならびにプロジェクト参加学生の

記者会見を実施

11月 7日（火）近畿 2府4県のローソン各店舗にて 2週間の発売開始

県民だよりの読者、学祭でのアンケート回答者など引き続き購入が見込まれることから販売期間

を27日（月）まで 1週間の延長が決定。

11月 11日（土） ［「卒業制作」履修生が大手前祭で試食会ならびにアンケート調盃の実施l

4
 



2: プランニング

(1)「コンビニスイーツ開発プロジェクト」のプランニング概要

2017年 6月に企画された本プロジェクトは、わすか 3ヶ月で商品開発を済ませ、 5ヶ月で商品

化 ・販売にまでこぎつけた。このプランニングは産官学の連携がうまくかみ合い、又ゼミで学生

の力を引き出すアクティプラーニングを活用することで学習効果を生み出した結果といえる。

(2)産官学プロジェクト組織図

プランニングの流れを以下に示す。

工し
商品開発学習

三
基本プラン

アイデアの提案 材料調査

分析・研究 テスト製造

P
R
活
動

販売促進

パッケージプラン

商品化・販売
ゼミナール発表

結果分析調査 卒業論文

販売データ協力
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3: 授業での取り組み

(1)プロジェクトのオリエンテーション

ゼミナール 3年生にはプロジェクトの内容説明と資料を示し、コンビニスイーツ開発のスケ
ジュール［表 1]と、今回開発するスイーツのプランニングベース ［表 2]を示し、使用する兵

庫県産の素材［図 1]を選択させた。卒業研究の4年生にも同様に行い、卒業論文テーマに選ぶ
学生を求めた。

(2)「第 1回 PBL型授業」

ゼミナール3年生、卒業研究4年生による商品開発授業を行う。

ます、 ①ブレーンストーミング＆チャート方式によるプラン作りを行う前に、参画企業から1吏
用する材料の説明やメリット • 特徴のレクチャーを受ける。 ［偲 2]

［図 2]6月 19日（月） 各企業による素材となる商昂のレクチャーを受ける学生たち

コンビニスイーツ鱒胃力年 ・皇アイデア鑽纏
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(3)学生による意思決定

各学生がアンケート形式でプランを提出し、その集計から方向性を示し、材料を決定する。
［表 3]

(4)試作品試食による検討

指迫教授による試作吊の作成後 ［図 3]、試食会を実施し様閃な検討を加える。

(5)評価方法

試作品の評価は、色閃な角度から分析し、点数化し集計を行う。 ［表4]

コンビニスイーツ闘斃プロジェクト経過輯告 No.l 

大手蔚大字総合文化字彗

スイーツ学専攻教授松井欝司

ゼ（碑生・3年）がオ］ジlクト沢明を受渇した虻、,.,ーンストーミンカ0のイメージブランを提出．

この紀果の烹計を表示する．

(1)遍輯戴ttl!l
1, チーズケーキ畢かソフト・/(ウンド畢

3零生 4釦王 合計

チーズケーキ系 16 IS 31 

ゾフト・バウンド系 3 11 14 

両万 1 I 2 

合 It 20 27 47 

2. 特●フルーツ（複閏回蒼l

コ~ニスイーツ開発力］ジェクト試作品口董瓢②

2017/8{2 

1 ..... 名項国ごca.■a:,量~て<Uぃ．

- - -. ・・・-. .. . .. 

3年 4年生 合 It

風豆 5 8 13 

eなこ 2 

゜
2 

ぃ引 7 5 12 -- --
梨 3 7 10 

溢米（甘油・涵粕） l 3 4 

くり 4 7 ll 

プドワ 1 I 2 

もも l 2 3 

(2)結戴の方向性

・チー窪磯望吟い (66%)

・日怜應の使用材籾=ヽ ては下記のよ引こなっている

累B 25% 

ぃ只く 23% 

くり 21% 

梨 19%

・全体の晒を見定め、数点の作品イメージを選演する

・次回 (7/20以後Jまでに、商品りンプルを試作し、試食囮賓を行う

［表4]

I. 匹-ンス

2チス
3生亀

● 鳳..,_
SH<lfl'la 

I.B匹ンス

2.~ ス
3生鴫

• . • Ult! 糟•
S 全 f

＂）←Xケ—,.i,:,凡

1匹砂ス

2.チーズ皿

3 !E● 

ヽ．量~a:,暢•
5 i: 樗｛匹

I !ROI! ランス

2←ス重県

l~ 鴫l

ヽ鳳〇
S, 會体≪n,
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(6)試作の繰り返しと商昂企画

授業では平行して商品企画やイメージ作りを行い、パッケージ企画も進めていく。 ［表5)

(7)プロトタイプの試作品の製造体験

レジピを起こし、実際の製造工程を経て商品を組み立てていく実習を行う。
このことでより具体的なイメージが出来上がる。 ［表6)

(8)「第2回 PBL型授業」

「販売促進」についての企業講師による指迫を受ける［図4)。

企業の商品開発担当者およびパッケージデザインの専門家を招き実際の作業を行う。

(9)試作品のブラッシュアップを図りながら計画を進めていく。

(10)実際のコンビニ商品をすべて並べ試食評価を行い、商品開発についての検討を行う。

(11)試作商品を製造ラインにのせるためのアプローチ

(12)「第3回 PBL型授業」

卒業制作履修学生による、店内用 POPの提案を行い、参加企業の担当者から意見を聴取

［図 5)。その後、商昂アンケート内容、学祭での試食会用ポスターの制作 ・提案を行う［図6)。
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腐 5]10月 5日（木）店内POP(下胸）用 PR文の

学生によるプレゼンテーションの後、参加

企業からアドバイスを受ける

ザクサクスフレPOP

一P如 -1

ザクサク Xしっとりの

と新食感スイーツ心

（各ローソン店内の商吊棚用 POP)

［図4] 8月 21日（月）販売促進についての

特別講義を受講する

………………………• ： ← - ・i 大手園圏i 
i食感●＇巴.DIi 
： 一 ゞいぶ． ． 

［三．；.［：•：．i
臨 6]学生制作による大学祭での

試食会用ポスター

.IJIJIJlUrnl 

品239.. -258 .. 

1 

10 
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(13)産官学による PR活動に参画［圏 7]

商品マネジメント研究の為、卒業研究4年生が兵庫県定例記者発表に出向き、新聞社、テレビ

局へ「ザクザクスフレチーズケーキ」の PR活動を行う。 ［図8]

(14)学園祭で試食会を行い、アンケートの実施によるデータを渠積し、分析を行う。

(15)販売日から実地調査を開始し、各コンビニを廻り状況を分析する。

(16)売上データ、販売データ等の情報を集めて、 4年生グループで卒論に向けた研究をまとめる。

lびょうこ可吾~~~四

［陸 7]ひょうご県民だより 11月号

［図8]11月6日（月）の兵嘩県定例記者発表会にて商吊をPRする学生達



産官学連携スイ_, -ーツ開発ブロジェクト

⑥猛認摩x~竺皇

ザウザ x 1.. の
新食感スイーツ

大手前大学・大手前短期大学は、このたび産官学運携

プロジェクトとしてrコンピニスイーツjを開発。

11月7日より近紐圏のローソン各店で発売（数量限定

のためなくなり次第終売）されます。

このブロジェクトは大手前大学総合文化学部

スイーツ学専攻の卒業研究の一閃でPBL授業として

実施。学生たちは各企業と連携しながら企画を

練り上げ、いちじくなど兵庫県産の食材の

魅力を活かしたスイーツに仕上げました。

・ザクザクxしっとかの新しい食感を

ぜひお楽しみください。 J 
レチーズケーキ /g/ スフ

スイーツ学専攻の
学生たちが考えました！ ）

LAWS口x
ローソンで
11月7日より発売
．．．．會0たl).t,((Iり富'.lllt曇

258円（船凶

『スイーツ学』『P8l覆稟』については●ilii蓼顆＞＞＞

共同開発：株式会社ローソン、三菱商事株式会社、C函1tuttr•tオイシス
協 力：株式会社増田製粉所、松谷化学工業株式会社、六甲パター株式会社、JA全農兵駆

フライヤー（表）
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スイーツの新たな可能性を学術的に探る

✓-,-

製菓の技能はもちるん、歴史・文化、経営、化学などさまざま

な切り口でスイーツを学ぶのがrスイーツ学』•その豊富な

知臓を活かして、お菓子の新しい可能性を探っています。

スイーツ学専攻では、これまでにも学外とのコラボレーション

を積極的に進め、宮綺県の特肥品である『日向夏Jやrヘぺす』

を使ったrヘルシー志向スイーツ」開発や、味噌製造販売

会社と連携した大豆タンバクのお菓子への活用などに取り

組んできました。今回の『コンピニスイーツJもこうした学外

コラポの一環であり、今後もこうした機会を積極的に教＂

研究に活かしていきます。

~ 

遵 大手前大学
大手前短期大学

いたみ血サンバス（大零9年全I纏大生l'1'66-0-0861 兵••1Jll'llt!羅111112-2・2
さくら舅Illキャンバス（ ＊零2-4軍生. )1'662• 氏'52 兵•·i!!i急内鱒＊戴凧町e心
大戴大亭麟キtンバス（大零-聟生● ）'1'54().()()()8*Iii市中央区＊亭嗣2・1・88
・珊”““文化零●Iメティア・笠輌字● ●鍵摩蒙費字・

郎 iu.n,縁含刃~Iメj'i,:置曇 httpJ/www.otemae.ac.Jp/

授業を通じて問題解決能力を養成する

PBL授業

PBLとはProblemBased Learningの略で日本騒では

r問題解決型学修Jと呼んでいます。

その特長は、敦員の指導に頼らず、学生自身が問題点・毀問

点を発見し、自ら閲査•分析し、レポートや綸文にまとめる

ことにあります。大手前大学はまたSD頃環(SelfDirected 

Learning)., 自己主導型学修という仕組みを設けており、

講義形式の授業とPBL+SDL授業をバランスよく配匿する

ことで、社会で活躍できる問題解決能力を養っています。

今回の「コンピニスイー切も学生同士でのデイスカッション、

提携企業とのミーティングを重ねて開発に至りました。

●●嘗._ httpJ/www.otemae.ac.Jp/speelaVnutr ,non/ 
＊軍鯛重璽大零 httpJ/coU叩 a.otemae.ac.Jp/

ぉ`むIt:アドミ9シ璽ンズオフィス『El.07118-36-年 2

フライヤー （裏）



まとめ

今回の「コンビニスイーツ開発プロジェクト」は PBL型学習にとって本当に恵まれた条件でし

た。学生は、本学独自の能力開発型教育である C-PLATSを短期間に体験することができたとも云

えます。一方で企業サイドの方からのご意見では、学生の発想、応用力に感心され、又若い人の

志向性を感じたと述べておられました。また県側のご意見には今後さらに地域特産品を使った取

り組みへの期待がありました。

それぞれ産官学による協力関係はさらに発展させねばならないと思われる結果となりま した。

このプロジェクトに参画、ご協力いただいた各関係者の方に心からの感謝を述べさせていただき

ます。ありがとうございました。

総合文化学部 スイーツ学専攻

◆ メディアでの紹介実績◆

・2017年 11月 6日（月） 日本経済新聞 Webサイト 速報／プレスリリース

・2017年 11月 6日（月） 神戸新聞 NEXTサイト おでかけ情報/TOPICS

・2017年 11月 6日（月） 産経新聞 朝刊 25面く兵庫＞

・2017年 11月 7日（火） 神戸新聞 8面 ［地域経済面］

・2017年 11月 7日（火） ラジオ関西 「三上公也の "G"報 アサイチ！ 」 ブログ

大手前大学・短期大学における「スイーツ学」の社会連携事例

2011~2012年度

2013年度

西宮のお菓子プロジェクト

松井教授とトーラク株式会社の共同でデザート 2種を開発

教授松井t専司

2014年度 松井ゼミの学生と山下ゼミの学生がタイガー魔法瓶株式会社・三菱化学工業株式会社、

ザ ・デイパイン・プロポーション株式会社、松阪市とによる連携で「スイ ーツ・

ボックス」を開発

2016年度

2017年度

近畿経済産業局 「橘街道プロジェク ト」への参画

伊丹市と松谷化学工業株式会社と産官学連携事業「希少糖スイーツ公開講座」を開講
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